
中小企業の経営の改善および地域の活性化のための取り組みの状況

 中小企業の経営改善のための取り組み

 地域の活性化のための取り組み

当行では、中小企業のお客さまの支援を円滑に行うために、金融円滑化管理態勢を整えています。具体的には、「金融円滑化管理
規程」をはじめとする関連規程を定め、リスクマネジメント部門に「金融円滑化対応本部」を設置しています。「金融円滑化対応本
部」は、各営業部門と連携して金融円滑化管理態勢の整備・確立を行い、定期的に金融円滑化にかかる取り組み状況を金融円滑化
担当執行役に報告することとし、また、金融円滑化担当執行役は必要に応じて、執行役会に報告することとしています。各営業部
門は「金融円滑化対応本部」と連携してお客さまの経営改善を支援するため、お客さまのビジネスステージに応じて外部機関・ 
外部専門家などと適宜連携する体制を構築し、お客さまの問題解決に向けて真摯に対応しています。

 「経営者保証に関するガイドライン」に基づく、経営者保証に依存しない融資の促進状況＊

2023年度
新規に無保証で融資した件数 （a） 新規融資件数 （b） 経営者保証に依存しない融資の割合 （a）/（b）

913件 961件 95.0%

＊ 中小企業者（中小企業基本法第2条第１項に定める定義に基づく）に対する件数

当行では地域の活性化のため、以下に取り組んでいます。
① 海外進出・日本進出支援

当行は、株主である台湾のCTBC Bankが有する海外ネットワークを最大限に活用し、法人のお客さまの台湾および東アジア・
東南アジアなどへの海外進出や海外での事業拡大の支援、また、外国人による日本への事業投資や外国企業の日本進出・日本
での事業拡大の支援を通じた、各地域経済の活性化への取り組みを強化しています。当行の法人金融部門には中国語・英語を
話せる職員が数多く在籍しており、お客さまへの強固なサポート体制を整えております。当行は今後も最適なソリューション
をご提供してまいります。

② 地域金融機関との連携
当行は、全国の地域金融機関と連携し、長年培ってきた専門的なスキームや知見を活かしたソリューションなど、当行独自の
サービスを当行の拠点がない地域にもご提供しています。一例として、各種ノンリコースファイナンスやプロジェクトファイ
ナンスなどの経験により培った高度な専門性・ノウハウを地域金融機関などと共有しながらシンジケートローンを積極的に
推進しています。

③ 地域企業への支援
当行は、港区赤坂にある本店のほか、新宿・渋谷・池袋・上野・横浜・梅田に法人のお客さま向け拠点を置き、地域企業支援を通じ
た活性化を重点的なテーマとしています。口座開設のほか、資金ニーズなどお気軽にご相談いただける体制を整えており、 
多岐にわたる資金調達手段の中からお客さまのご要望やビジネスステージに合った最適なご提案をしています。また、M&A 
アドバイザリー、ビジネスマッチングのご提供、オーナーさまへの資産運用のご提案など、資金調達以外のさまざまなニーズ
を総合的にサポートすることで、お客さまの課題解決に努めています。さらにベンチャー企業の支援を一層推進し、革新的な
事業の成長を後押しすることで地域の活性化にも貢献してまいります。

④ 事業承継支援
当行では事業承継M&Aに特化する専門ラインを設置し、セルサイド・バイサイド双方のお客さまに対し最適なご提案をすべ
く、万全な営業体制を整えています。また、お客さまの状況に応じた適切なアドバイスに基づく資金供給やクロージングの 
サポートまでを行い、スムーズな事業承継支援による地域貢献と活性化を目指しています。事業承継時における経営者保証へ
の対応については、個人保証に依存しないスタンスで今後も積極的に取り組んでまいります。

当行は、さまざまな課題を抱える中小企業のお客さまに事業の確かな見通しを立てていただく支援を行っています。このため
に、経営改善支援だけでなく「お客さまにとって身近で信頼できる相談相手」として、お客さまの事業をよく知り、事業内容や 
将来性に基づいた融資や経営助言などを中心とする総合取引を推進しています。

サステナビリティの取り組み

 サステナビリティ取り組み方針

 推進体制

持続可能な社会に向けたサステナビリティへの取り組み方針として、2023年1月に「サステナビリティマネジメントポリ
シー」を定めました。「社会の持続可能な成長への取り組み」「社会に対する責任ある企業運営」「社会への貢献活動」という3つ
の分野において、当行における8つのマテリアリティを特定しています。

当行では、執行役会でサステナビリティに関する重要事
項の確認と協議を行い、取締役会に定期的に報告するこ
とにしています。サステナビリティへの取り組みを強化
するため、関係部門からなる「サステナビリティ推進
チーム」を立ち上げ、サステナビリティへの取り組みに
関する全体管理や企画は経営企画部が中心に行い、組織
横断的な取り組みは、サステナビリティ推進チームが検
討・推進する体制にしています。

社会の課題解決に取り組むことで、持続可能な社会の実現と企業価値の向上を目指します。

持続可能な社会の実現に向けた「サステナビリティマネジメントポリシー」

サステナブル関連
ファイナンス

金融サービスへのアクセスと
平等の提供（金融包摂）

ガバナンス体制の構築

環境サステナビリティ

成長の源泉となる
ダイバーシティ

役職員のエンパワーメント

社会への貢献

次世代を担う
子どもたちへの支援

社会の持続可能な成長への
取り組み

社会に対する
責任ある企業運営 社会への貢献活動

取 締 役 会

執 行 役 会

サステナビリティ推進チーム

ビ ジ ネ ス 部 門 リスクマネジメント部門

組織・人財開発部 総 務 部

経 営 企 画 部
（ 事 務 局 ）

コンプライアンス
統  括  部 
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持続可能な社会の実現のため、役職員による省資源・省エネルギー・リサイクル活動を行い、環境負荷低減に努めています。省
エネルギー設備・機器への入れ替えのほか、サプライヤーへの対応、リスク管理を進め、気候変動対応の取り組みを推進してい
ます。

気候変動への対応

 CO₂排出量の削減
経団連カーボンニュートラル行動計画フェーズⅡに基づき全国銀行協会が定めた基本方針の2030年度におけるCO₂排出量
を2013年度比で51％減とする目標に対し、2023年度実績は66.7％減を達成しました。

 省エネ・環境配慮型製品の導入
エコオフィスの実現に向け、省エネビルへの入居や、省エネ機器や環境に優しい素材を積極的に導入しています。省エネ性能
の高い空調設備やLED照明への移行、サステナブルな材料から作られた部材や低燃費車両の利用を通じて、エネルギー消費の
削減に努めています。FSC認証紙の利用はもちろん、サプライヤー選定では、環境への配慮を企業文化とする事業者を優先し、
環境負荷の少ない商品を採用しています。

 ペーパーレス化・リサイクルの推進
デジタル化を進め、ペーパーレスオフィスの実現を目指しています。業務プロセスの見直しや文書の電子管理の徹底により、
紙の使用量を毎年継続して削減しており、2023年11月に紙出力のさらなる削減を目的に複合機の設置台数を半減しました。
役職員の環境意識向上により、すべての廃棄文書の再資源化、オフィス備品や文具の再利用も継続しており、リソースの有効
活用と廃棄物の削減に貢献しています。

 サテライトオフィス・テレワークの活用
営業店の一部スペースのサテライトオフィス化やテレワークの実施により、職住近接型のワーキングスタイルを推進してい
ます。通勤距離を短縮することで交通機関から排出されるCO₂の削減となるよう意識した取り組みをしています。

 気候変動リスクへの対応
SBTi(Science Based Targets initiative)※に取り組んでいる親会社のCTBC Financial Holdingと連携し、当行も温室効果
ガス排出量の算出および削減目標設定に向けた取り組みを開始しました。
※パリ協定が求める水準と整合した、企業が設定する温室効果ガス排出削減目標の設定支援・認定を行う国際イニシアチブ。

温室効果ガス（GHG）排出量・エネルギー使用量・電力使用量

計測項目 単位
実績年度

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

CO₂排出量（Scope1+Scope2） t-CO₂ 3,418 3,094 2,670 2,334 1,947 1,724 1,750 1,522

エネルギー使用量合計（原油換算） KL 1,758 1,635 1,444 1,282 1,095 991 984 856

エネルギー使用量合計（熱量換算） GJ 68,150 63,398 55,976 49,718 42,471 38,426 38,173 33,205

電力使用量 千KWh 6,709 6,312 5,582 4,974 4,261 3,856 3,830 3,332

 マテリアリティ（重点課題）と具体的な取り組み

マテリアリティ 具体的な内容/主な取り組み 関連するSDGs 関連
ページ

サステナブル関連
ファイナンス

金融サービスを通じた企業の持続可能な成長の促進を支援
⃝ベンチャー企業支援
⃝事業承継への取り組み

P.27～28、
35

金融サービスへの
アクセスと平等の提供

（金融包摂）

従来金融サービスを十分に受けられなかった
例えば高齢者・外国人などのお客さまに注力し、
利便性の高い金融サービスを提供

⃝リバースモーゲージ「充実人生」
⃝ 永住権をお持ちでない外国籍のお客さま向け住宅ローン 
「スター住宅ローン」

⃝日本非居住者向けスター不動産投資ローン「東京招福星」

P.25～26

ガバナンス体制の構築
コーポレート・ガバナンス、法令遵守、リスク管理、 
情報セキュリティ強化のための健全な枠組みの構築

⃝各種方針の策定
⃝サステナビリティ推進体制の構築

P.36、
53～54、
62～70

役職員の
エンパワーメント

人材を重要な財産と捉え、自律的キャリア構築、
エンゲージメント向上を支援
スマートオフィス環境の構築
職場の公平性と健全性を通じ自由と規律の共存する自律
型組織への変革

⃝人材基盤の強化
⃝働きやすい・働きがいのある職場環境

P.34、
41～52、
72

成長の源泉となる
ダイバーシティ

多様な人材により、組織の活性化や
新たな価値創造につなげる

⃝多様な働き方
⃝グローバル人材の活躍推進

P.3～4、
41～52

環境サステナビリティ

「省エネルギー、脱炭素への取り組み、環境のサステナビリ
ティ」を基本方針に、事業活動を含め、環境負荷低減に取り
組む

⃝省エネ・環境配慮型製品の導入
⃝ペーパーレス化・リサイクルの推進

P.38

社会への貢献
お客さま、地域社会、地球環境などへの貢献活動

⃝行員のボランティア参加
⃝子どもの虐待防止「オレンジリボン・キャンペーン」
⃝地域清掃活動への取り組み

P.39、72

次世代を担う
子どもたちへの支援

次世代を担う若者や子どもが、将来希望を持って自立した
人生を歩んでいけるように社会課題解決に向けた活動

⃝金融教育の取り組み
⃝子どもの貧困解決のための 
   「東京スター 子ども応援プロジェクト」

P.40
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 社会への貢献

 次世代を担う子どもたちへの支援

持続可能な社会の実現のため、役職員によるさまざまな活動を行い、お客さま、地域社会、地球環境などへ貢献し、社会ととも
に持続的に成長する会社になることを目指していきます。

未来の社会がより豊かなものになることを目指して、次世代を担う子どもや若者が、将来、希望を持って自立した人生を歩ん
でいけるよう、金融教育や貧困・虐待などの社会課題解決に向けた活動を行っています。

企業としての社会的責任を果たし、社会・お客さまとともに発展していくため、社会貢献活動に積極的に取り組んでいます。そ
して、これらの活動を実施する際の指針となる基本方針として、「社会への貢献」「次世代を担う子どもたちへの支援」の2項目
を掲げています。

社会貢献の取り組み

 FITチャリティ・ランへの協賛
FITチャリティ・ランは、地域に根ざした社会的に意義ある活動をしているもの
の、認知度などの問題により十分な活動資金を確保できていない団体への寄付を
通じて、社会貢献を行うチャリティイベントです。2023年は、国立競技場周辺で
の実地開催と、自分が走った距離をアプリに記録してオンラインで参加できるハ
イブリッド形式で開催されました。当行は、役職員とその家族・友人など約40人
がランナーやボランティアとして参加しました。FITチャリティ・ランの行内向
けの告知や募集、実施サポートなどは本取り組みに賛同する有志の行員ボラン
ティアと新入行員で行いました。

 地域清掃活動への取り組み
本店がある東京都港区の溜池山王駅周辺で、2023年4月から11月までに計4回、清掃活動を行いました。延べ141人が参加
し、普段業務で関わることがない人やコロナ禍の影響で交流が少なかった行員同士のコミュニケーションの機会にもなりま
した。本取り組みは、人材育成プログラムの一環として、入行1、2年目の若手行員が中心となり、活動の企画から行内への 
告知、募集、実施報告まで担当しました。人材育成とあわせ、若手行員の地域社会への貢献意識を育む機会の提供も企図してい
ます。

 金融教育「お金のスタートレーニング」
当行では、子ども・若者に金融教育を行うことは、子どもの貧困連鎖の防止にも役立つと考え、貧困家庭の支援をしている
NPOなどと連携して、金融教育「お金のスタートレーニング」を実施しています。2023年秋には新たな取り組みとして、社会
的養護施設や里親家庭で生活する高校生を対象としたオンライン講座（全3回）を実施し、47人が受講しました。

 東京スター 子ども応援プロジェクト
「子どもの貧困」においては、単純な経済的困窮だけでなく、さまざまな問題を同時に抱えているために、次世代への貧困の連
鎖が大きな問題となっています。当行では、2019年から子どもの貧困解決のため、「東京スター 子ども応援プロジェクト」と
して3つの施策を推進しています。

▪子ども食堂への活動資金支援

子どもたちの成長環境が温かく、豊かなものになるように、子ども食堂の活動を支援し
ています。支援金の使途を食材費などに限定せず、子ども食堂のそれぞれのニーズに合
わせて、さまざまな使途でお使いいただけることが最大の特長です。2021年からは、子
ども食堂が安全に運営できるよう、実施団体のコンプライアンスを支援する「安心・安全
プログラム」を提供し、持続性のある子ども食堂の運営にも貢献しています。2024年は
当行店舗近隣の子ども食堂を中心に9団体（11拠点）の活動を支援します。

▪社会的養護施設出身者等への奨学金（東京スター銀行奨学金）

NPO法人ブリッジフォースマイルと連携し、社会的養護施設出身者などを対象にした
給付型奨学金制度「東京スター銀行奨学金」を提供しています。金銭的支援に加え、ボラ
ンティアが月に1回奨学生と会って話を聞くメンター制度を設けることで精神的なサ
ポートも提供しています。2021年から奨学金の受給条件に毎月家計簿などを提出する
ことを組み込み、金銭管理能力の育成を図っています。

▪シングルマザーへの就労支援

NPO法人しんぐるまざあず・ふぉーらむと連携し、シングルマザーの方が、より安定し
た職業生活と家庭生活を送り、お子さまと安心して生活ができるよう、シングルマザー
のための就労支援プログラムを実施しています。2021年からオンライン講座に切り替
えたことで、全国各地から参加可能になり、就労支援が少ない地域の方にも受講してい
ただけるようになりました。2023年は、合計30人の方が受講されました。

現在子育て中のシングルマザー・プレシングルマザーが、
お子さんとともに、より安定した生活を送ることができる
よう、これまでのキャリアの棚卸しやキャリアプランを改め
て考えることで、キャリアアップを目指すための講座です。

第6期生 募集要項 

プログラム
概　要

プログラム
応募条件

●自分のキャリアを見直し、企業におけるキャリアアップを目指す方
●シングルマザーの方（末子が18歳未満）
　※別居中および未婚の方で、家計を別としている方も含みます。

内　　容：コミュニケーション講座、キャリアプラン、キャリアの棚卸し、
　　　　　ビジネスマナー、マネーライフプラン
実施方法：Zoomを利用したオンライン
講座期間：2024年10月～12月（全 5回）
募集締切：2024年8月25日（日）

プログラム
特　長

●コミュニケーション講座であなた自身の力に気づきます。
●同じ立場で共感し、励まし合える仲間ができます。
●仕事についての自身の悩みやキャリアの道筋を、キャリア相談を活用して
　一緒に考えます。

参加方法 ●プログラム受講生：35名程度
　全講座の受講を希望する方
　プログラム受講生同士で交流する機会があります。
●公開講座受講生：15名程度
　特定の講座のみ参加を希望する方

東京スター
子ども応援プロジェクト

第6期生 募集要項 
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東京スター銀行の価値創造 成長戦略による
価値創造ストーリー サステナビリティ 価値創造を支える基盤


